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≪ 考 察 ≫

【 国 語 】
国語については、基礎的・基本的な言語事項の問題を各分野から多く出題するとともに、記述式

の問題もバランスよく出題した。これらの正答率や平均点、得点の度数分布から見ると、基礎的・

基本的な言語事項のうち、漢字や文法、表現技法等の問いでは正答率は高いが、文学史の問題は正

答率が低くなった。また、記述式問題や作文問題については、選択式の問題と比較して正答率が極

端に下がるうえ、無答率も高くなっている。本文の表現内容を考察、吟味し、何が問われているか

しっかりと理解して的確に説明したり、条件に従って自分の考えをまとめ、正確に記述して表現し

たりする力を育成していくことが大切である。

【 社 会 】
社会については、各分野から習得すべき基礎的・基本的な知識を問う問題を出題した。地図

の読図などの地理的技能や近世までの歴史的事象の意味や意義の理解、身近で具体的な事例を参考

にして、社会生活や経済活動の基本的な考え方をとらえる力は身に付いてきている。一方、地域の

特色ある地理的事象を他の事象と有機的に関連付けて思考する力や歴史の流れを大きくとらえて理

解する力は十分に身についているとはいえず、今後一層これらの力を養っていくことが必要である。

いずれの分野においても、日常から社会的な問題に対する関心を高め、基礎的・基本的事項を理解

した上で、多面的・多角的に考察し公正に判断する態度や、自分の言葉で適切に表現する能力や態

度を育成していくことが重要である。

【 数 学 】
数学については、基本的事項を問う問題を多く出題するとともに、表・図・グラフ・他者の

考察を積極的に活用して課題を解決する問題を出題した。教科書や問題集等で学習した型どお
りの問題は正答率が高かったが、問題文などから複数の条件を把握する問題では、問われてい
る内容の難易にかかわらず誤答率が高かった。これは、型どおりには処理できない問題や、型
にはめるまでに試行や多段階の思考を要する問題など、事象を論理的・数理的に考察・処理す
ることに課題があるためと考えられる。問題文を正確に把握した上で、補助線を引く、表を作
る、いくつかの値を代入する、条件に合わせて実際に変化させた図を書くなど、具体的な操作
を通して主体的に問題場面を理解し、論理的に考察する力を育成していくことが重要である。

【 理 科 】
理科については、科学的な用語や単純な現象を問う問題から実験や観察、作図の結果をとお

して総合的に考察する問題まで幅広く出題した。用語や単純な現象を問う問題は、正答率も７
～８割あり、基礎的・基本的事項の定着が見られたが、一方で化学式の記述や低気圧における
空気の動きを問う問題、中和に関する基本的な知識を問う問題では、単純な問いでありながら
正答率は５～６割程度にとどまった。平素の授業において確実な知識を定着させる指導の工夫
が必要である。また、実験や観察、作図の結果をとおして総合的に考察する問題では、受検者
の半数以上が共通の誤答をした問いもあることから、誤った理解が生じた原因を分析するとと
もに、平素の実験や観察を注意深く行うこと及び生じた結果をしっかり考察させながら、科学
的に調べる態度を育成することが重要である。

【 英 語 】
英語については、内容を的確に理解する力をみるため、問題の構成を変更し、読み取りの力

をみる問題を２題から３題に増やした。短めの英文や会話文の内容を聞き取ることや、まとま
りのある英文や会話文を読み本文の概要を理解することは良好であるが、思考力や表現力を伴
う問題の正答率が低かった。使用場面に応じて英語で表現したり、本文の流れを的確に理解し
た上で単語や英文を補ったり、大切な部分を自分の言葉で説明することに課題がある。まとま
りのある英語に慣れ親しみ、その内容を正確に理解したり、理解した内容を適切に伝える言語
活動に継続的に取り組む必要があるともに、読み取った内容について自分の考えを書くなどの
技能を統合した指導を望む。また、平均点は、昨年度並みであったが、下位層が一定の数いる
ことから、コミュニケーションを伴う言語活動を通じて基本的な英文の定着を図る必要がある。



2

≪ 国 語 ≫

【出題の基本方針】

１ 国語の基礎的・基本的事項についての知識を問うとともに、社会生活において必要となる

言語事項について、その理解力をみる。

２ 論理的な文章を読むことをとおして、筆者のものの見方や考え方、論の展開を的確に読み

取る力や読み取った内容を与えられた条件に従って表現する力をみる。

３ 文学的な文章を読むことをとおして、文章に描かれた場面、心情、表現の特色などを的確

に読み取る力や、読み取った内容を与えられた条件に従って表現する力をみる。

４ 古文を読むことをとおして、古文の基本的な事項や記述された内容について、理解する力

をみる。

５ 与えられた条件に従い、自分の考えをまとめ作文する力をみる。

【結果の概要】

１ 問題一は、例年通り小問集合形式による出題とし、基礎的・基本的事項及び日常生活におい

て必要となる国語の力をみた。楷書の筆使いを問う書写の問題やインタビューにおいて流れに

ふさわしい質問事項を考える問題では正答率が高かった。一方、同音の漢字を考えて別の熟語を

作る問題や基礎的な文学史の問題は正答率が低くなった。漢字や四字熟語、文学史等の基礎的・

基本的事項の定着と語彙を豊かにする活動の充実が求められる。

２ 問題二は、説明的文章とし、基礎的な言語事項と筆者の論の展開、表現内容を理解する力を問

う問題構成とした。基本的な言語事項を問うた漢字の書き取りや接続詞・副詞を当てはめる問題

は正答率が高い。一方、文脈をたどりながら筆者の主張を考えたり、表現内容を理解し他の言葉

で表現したり、本文中の図を理解した上で的確に説明したりする記述式の問題は正答率が低い上

に無答率が高い。本文の内容をじっくりと吟味し、根拠に基づいて粘り強く正答を導き出す態度

の育成が必要である。

３ 問題三は、文学的文章とし、基礎的な言語事項と文脈をたどりながら表現内容・登場人物の心

情等を読み取り、理解する力を問う問題構成とした。漢字の読み、文法的知識等の問題や登場人

物の心情を考察して選択する問題は正答率が高いが、読みの問題で「日和」を「びより」とする

誤答が多数に上った。一方、文学的文章の表現について考察し、選択する問題では、やや正答率

が低くなった。また、登場人物の心情や行動の理由を説明する記述式の問題は正答率が低く、無

答率が高くなった。表現内容を的確に読み取り、理解して表現する力に課題がある。文学的文章

についても論理的文章と同様、本文を根拠に心情と言動の脈絡を客観的に読み取る態度と技法が

求められる。

４ 問題四は、古典分野の古文からの出題とし、古文の基本的な知識や内容を理解する力をみた。

歴史的仮名づかいや表現技法の問題は正答率が高く、古典における基本的な知識の定着がうかが

える。一方、文脈を理解し、本文の内容を読み取り、理由や人物像を考察する問題は正答率が低

くなった。古典に親しむ態度とともに内容を的確に読み取り、表現する力を育成する必要がある。

５ 問題五は、作文とし、与えられた条件に従って、自分の考えをまとめ表現する力をみた。条件

を理解しておらず、必要な内容が記述されていなかったり、誤字や主述のねじれが見られたりし

たほか、無答率もやや高くなっている。誰に対して述べるのかを明確に意識し、自己の考えを正

確に記述して表現する力と最後まで粘り強く書き切る態度を育成する必要がある。
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≪ 社 会 ≫

【出題の基本方針】

１ 日本や世界の地理的事象について、地図、雨温図、写真などの資料をもとに、その地域的

特色を考察する地理的な見方や考え方が身についているかをみる。

２ 日本の歴史における各時代の特色や事柄を、写真や年表などの資料をもとに多面的に考察

し、歴史の大きな流れなどを大観し、総合的に理解しているかをみる。

３ 日本の政治や経済の基本的なしくみを理解し、社会の動きに関心を持ち、社会的事象につ

いて今日の生活とのかかわりの中で考え、判断する力をみる。

４ 近現代の日本を経済的な視点から考察し筋道を立てて適切に表現する力や、国際的な課題

について複数の資料から必要な情報を抽出し、比較・関連づけて総合的に判断する力をみる。

【結果の概要】

１ 問題１は、地理的分野に関する出題とした。地理学習の全般にわたって地図の活用に関する技

能は、身に付いてきている。特に、地形図を読み取る問題の正答率は約７割と高く、中学校の地

理的分野の学習の成果があらわれたと考える。しかし、シンガポールの対日主要輸出品目を選択

する問題は、正答率が約２割であり、統計などの資料を読み取り、地域的な特色を総合的に判断

する力に課題が見られた。地理的な見方や考え方の基礎を培い、世界や日本の諸地域の地域的特

色や課題をとらえさせる学習を一層充実させることが大切である。

２ 問題２は、歴史的分野に関する出題とした。古代から近世までは、基本的な歴史的事象の意味

や意義の理解は進んできている。卑弥呼の時代の東アジアの地図を選択する問題も正答率が７割

を超えていた。しかし、昨年同様、我が国の歴史の大きな流れを理解しているかを問うた歴史的

事象を並べ替える問題は正答率が３割程度と低く、引き続き課題である。また、近代の特色を、

世界の動きと関連させてとらえる力にも課題がみられた。近現代の学習を一層重視するとともに、

歴史的事象の事象間の関連に着目し、説明したり意見交換したりしながら自分の言葉で表現する

力を一層工夫して学習させることが大切である。

３ 問題３は、公民的分野に関する出題とした。政治、経済の基本的な知識を問う問題の正答率は

概ね高かったが、「労働組合法」を問う問題では、正答率が低く、「労働基準法」や「労働基本法」

という誤答が多かった。大切なことは、なぜそのような法がつくられたのか、なぜそのような法

があるのかなど制度や仕組みについての意味や意義を正しく理解させることである。また、日本

国憲法の３つの基本原理の一つである「平和主義」を問う問題で、「民主」と解答した生徒が１

割程度いたことは課題である。現代社会の社会事象に関する関心を高め、現代社会についての見

方や考え方や概念の基礎を養うとともに、社会の諸問題に着目させ、自ら考えようとする力を一

層工夫して育てていくことが大切である。

４ 問題４は、近現代の歴史と経済とを融合し、歴史的分野と公民的分野とを有機的に関連付けて

事象を考察する力をみる問題とした。国際連合の説明として適当なものを選択する問題は、正答

率が約８割と高かった。また、グラフを比較して読み取り、判断する問題も良くできていた。特

に、グラフや年表などの複数の情報から必要な情報を抽出して、「アフガニスタン」と解答する

問題の正答率が高かったことは、中学校での学習指導の成果と考える。今後も、習得した知識を

活用して、社会的事象について自分の考えを説明する力を養っていくことが大切である。

５ いずれの分野においても、日常生活から社会的な問題に対する関心を高め、基礎的・基本的事

項を理解した上で、多面的・多角的に考察し公正に判断する態度や、自分の言葉で適切に表現す

る能力や態度を育成していくことが重要である。
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≪ 数 学 ≫

【出題の基本方針】

１ 各学年の学習内容について、基礎的・基本的事項の理解度及び計算力・表現力をみる。

２ 基本的な概念や原理・法則を活かして、見通しをもって、問題を分析し処理する力をみる。

３ 数学的な見方や考え方を活用して、対象を論理的に考察し、課題を解決する力をみる。

４ 日常生活における題材について、数理的に考察し、処理する力をみる。

【結果の概要】

１ 問題１は小問集合とし、各学年で学習する基礎的・基本的事項の理解度及び単純な計算力

を見る問題を出題した。概ね正答率が高く良好な結果であったが、二次関数の変域、扇形の

面積の利用で誤答率が、証明の問題では部分点率及び誤答率が高かった。問題文を正確に把

握し、見通しを持って基本的な事項を複数活用しながら解答にいたる能力の育成が必要と考

えられる。

２ 問題２は、数と式に関する基礎的な概念を日常的な場面に活用する問題とした。基本的な

事項を問う問１では良好であったが、問題文で示された考え方に基づいて発展的に考察する

問２では、誤答率、無答率が高かった。これは、問題文を解釈し数理的に考察する点に課題

があると考えられる。与えられた状況を分析し発展的に考察するなどの、数学的活動が重要

である。

３ 問題３は、図形の中で変化していく量を、グラフをもとに考察する問題とした。数量関係

を式とグラフで表すことを問う問１と、図形の基本的な性質を問う問２で誤答率が高かった。

これは、問題場面を的確に把握し、数量関係の基本的事項を活用して考察を深めることに課

題があると考えられる。また、問３は、グラフを通して考察する難度の高い出題であり正答

率は低かった。事象を数学的に表現・処理する能力の育成が望まれる。

４ 問題４は、カードに書かれた数により定まる値について、文字式に基づいて考察する出題

とした。基本的な知識を問う出題である問１、問２、問３でやや誤答率が高く、問題文で示

された考え方に基づいて発展的に考察する問４で無答率が高かった。式の意味を読み取り考

察する姿勢に課題があると考えられる。文字式の有用性について認識を深める指導が望まれ

る。

５ 問題５は、立体図形の切断について取り扱った。問１、問２はともに基本的な知識を問う

問題だが、平面図形に関して問う問１は良好であるのに対して、立体図形を把握して考察す

る問２では誤答率が高かった。同様に、立体図形を多角的に把握し考察する問３でも、誤答

率が高かった。これは、複数の基本的な概念を利用して、立体を論理的に考察する能力に課

題があると考えられる。補助線を活用する、立体図形の中に含まれる平面図形に注目して考

察するなど、立体を多角的に分析する姿勢の育成が重要である。
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≪ 理 科 ≫

【出題の基本方針】

１ 自然に対する、基礎的・基本的な事項について理解ができているかをみる。

２ 身近な自然の事物・現象に興味・関心をもち、科学的に調べる態度が育っているかをみる。

３ 自然の事物・現象の中に規則性・法則性を見いだすなど、科学的な見方や考え方ができて

いるかをみる。

４ 観察・実験で得た結果を処理し、総合的に考察して、自らの考えを導き出し、表現する力

が身についているかをみる。

【結果の概要】

１ 問題１は、物理分野に関する出題とした。興味・関心や科学的に調べる態度が育っている

かをみる問題である。問１では約３割の受検者が「２４ｃｍ」という共通の誤答であり、作

図を正確に行うことが求められる。問３の、レンズの半分を隠す問題では、約６割もの受検

者が「半分の像しか映らない」という誤った理解をしていた。また、問５では、「凸レンズ

の厚みを増すと、大きな像が見える。」という日常の単純な経験から「大きく」という誤答

が７割近くにものぼった。これらの誤った理解については、平素行っている実験、観察にお

いて、予想を立てさせることに加えて、予想外の現象についての新鮮な驚きを感じさせなが

ら、結果をしっかり考察させ、科学的に調べる態度を育成することが重要である。

２ 問題２は、生物分野に関する出題とした。実験の目的や内容についての理解度をみる問題

であり、正答率も高く概ね良好であった。ただし、問１は、消化についての正確な知識が必

要な問題であり、誤答率はやや高かった。

３ 問題３は、化学分野に関する出題とした。問２、問５は基礎的・基本的な事項の理解度

をみる問題であり、概ね良好であった。ただし、問４の、ＮａＣｌの電離式を書かせる

問題は、基礎的な事項でありながら無答率が非常に高く、学力層によっては、化学式が

定着していない状況が見られた。基礎的な物質の化学式、イオン式については確実に書

けるようにさせたい。

４ 問題４は、地学分野に関する出題とした。天体に関する規則性や法則性から天体の見かけ

の動きを考えさせる問題である。特に問４の、黄道について問う問題の正答率が低かった。

用語を覚えさせることは大切だが、その本質について正確に理解させることも重要である。

５ 問題５は、物理分野に関する出題とした。概ね良好であったが、問５で「大きくなる」と

いう誤答が５割を超えたことから「力がつり合う」ということを、作図を通して正確に理解

させることが必要である。

６ 問題６は、地学分野に関する出題とした。問３（２）の、様々なデータから前線の通過時

刻を総合的に考察させる問題では、受検者全体の正答率は約５割であったが、平均点（２９

点）以上の受検者の正答率８割に対し、平均点以下の受検者の正答率は２割であり、両者の

間に顕著な差が見られた。このことから、平素の授業において、様々なデータから必要なも

のを選択する力や科学的現象を総合的に考察させる指導の工夫が必要である。

７ 問題７は、生物分野に関する出題とした。問２（１）の、該当する接眼レンズと対物レ

ンズを選ばせる問題の正答率が１５％と低かったことから、平素行っている実験、観察につ

いては、生徒に一定の視点を示して一層注意深く行わせることが必要である。

８ 問題８は、化学分野に関する出題とした。問４の、化学現象を粒子概念を用いて考察する

問題では、受検者の学力層に関わらず正答率が３割であった。様々な化学現象（蒸発、化合、

分解、中和、酸化や還元等）をマクロな目でとらえることと同時に、原子・分子・イオンと

いった「ミクロな粒子概念」を用いて考察させる授業の工夫が望まれる。



6

≪ 英 語 ≫

【出題の基本方針】

１ 「聞くこと」、「話すこと」、「読むこと」及び「書くこと」の各領域にわたって、基礎的

・基本的事項を理解しているかをみる。

２ 日常生活の身近な事柄などについて、初歩的な英文やまとまりのある英文・会話文を聞い

て、話し手の意向や大切な部分などを理解する力をみる。

３ 日常生活の身近な事柄などについて、初歩的な英文を用い、自分の考えなどを表現する力

をみる。

４ 説明文や会話文を読んで、本文や会話の流れを理解したり、重要な情報を読み取る力をみ

る。

５ 物語文を読んで、本文の概要や、登場人物の考えや気持ちなどを読み取る力をみる。

【結果の概要】

１ 問題１は、「聞くこと」に関する問題とした。基本的で短い英文や会話文を聞き取る力を

みる問題の正答率は高いが、まとまりのある英文や英会話において、聞き取った単語をその

まま解答して間違える生徒が多く、聞き取った情報をもとにして数字を計算したり、複数の

情報の中から求められている情報を選択したり、まとめて解答する問題の正答率は低く、思

考力や判断力を伴う聞き取りに課題がある。まとまりのある英文・英会話の聞き取りに慣れ、

必要な情報を理解できることが必要である。

２ 問題２の「書くこと」に関する問題では、基本的な表現や文構造の習得については良好で

あるが、使用場面に応じて適切に英語で表現することに課題がある。言語活動を行う場合に、

言語の使用場面や働きを意識して指導する必要がある。また、好きな季節とその理由を答え

る問題については、身近なテーマで取り組みやすく、昨年度と正答率はほぼ同じであったが、

部分点率は向上した。自分の考えを書いたり話したりする言語活動に継続的に取り組ませる

必要がある。

３ 問題３は、「読むこと」に関する問題とし、食用としてのトマトの普及についての「説明

文」とした。該当部分を特定し、その内容の理解をみる問題については正答率は高かったが、

前後の文脈から判断して英文を選択する問題の正答率は低かった。大まかな流れを理解しな

がら、本文の大切な部分をとらえて的確に読み取る力を育成する必要がある。

４ 問題４は、「読むこと」に関する問題とし、新聞についての「会話文」とした。会話の流

れを理解したり、大切な部分を抜き出す問題では正答率は高く概ね良好であるが、英文の内

容をまとめて日本語で説明する問題の正答率は低かった。一文一文の解釈にととどまらず、

まとまりのある内容について自分の言葉で表現する言語活動を行う必要がある。

５ 問題５も「読むこと」に関する問題で、ある程度の長さのある「物語文」を扱った。物語

の主題を把握したり、出来事を理解する選択問題では正答率は高く、大まかな内容理解につ

いては良好である。一方で、物語の内容から判断し本文に１語補充したり、求められている

情報を日本語で説明したり、読み取った内容に基づいて登場人物の立場から英語で作文する

問題では、正答率は低い。ある程度の長さのある物語を、書き手の意図を理解しながら、正

確に読み取ることに課題があり、多くの英文に触れたり、英文の内容を踏まえて書き手の考

えをまとめるといった言語活動を充実させることが必要である。



【国語】（答案数：２１０）

内容 出題形式 正答数 正答率 部分点数 部分点率 誤答数 誤答率 無答数 無答率

漢字書字 記述 142 67.6% 0 0.0% 50 23.8% 18 8.6%

漢字書字 記述 113 53.8% 0 0.0% 56 26.7% 41 19.5%

小説家名 記号 71 33.8% 0 0.0% 138 65.7% 1 0.5%

書写の知識 記号 124 59.0% 0 0.0% 86 41.0% 0 0.0%

話すこと・聞くこと 記号 197 93.8% 0 0.0% 13 6.2% 0 0.0%

話すこと・聞くこと 記述 175 83.3% 0 0.0% 31 14.8% 4 1.9%

語句語法 記号 154 73.3% 0 0.0% 56 26.7% 0 0.0%

内容理解 記号 161 76.7% 0 0.0% 49 23.3% 0 0.0%

漢字書字 記述 159 75.7% 0 0.0% 32 15.2% 19 9.0%

漢字書字 記述 164 78.1% 0 0.0% 29 13.8% 17 8.1%

語句語法 記号 177 84.3% 0 0.0% 33 15.7% 0 0.0%

文脈理解 記号 142 67.6% 0 0.0% 68 32.4% 0 0.0%

内容理解 記述 7 3.3% 82 39.0% 44 21.0% 77 36.7%

内容理解 記述 59 28.1% 0 0.0% 93 44.3% 58 27.6%

内容理解 記述 74 35.2% 0 0.0% 62 29.5% 74 35.2%

文脈理解 記号 73 34.8% 0 0.0% 135 64.3% 2 1.0%

文脈理解 記号 87 41.4% 0 0.0% 117 55.7% 6 2.9%

内容理解 記述 106 50.5% 0 0.0% 75 35.7% 29 13.8%

文脈理解 記号 114 54.3% 0 0.0% 92 43.8% 4 1.9%

漢字読字 記述 106 50.5% 0 0.0% 96 45.7% 8 3.8%

漢字読字 記述 209 99.5% 0 0.0% 1 0.5% 0 0.0%

表現理解 記号 170 81.0% 0 0.0% 39 18.6% 1 0.5%

脱文補充 記述 19 9.0% 34 16.2% 123 58.6% 34 16.2%

内容理解 記述 16 7.6% 31 14.8% 125 59.5% 38 18.1%

心情理解 記号 121 57.6% 0 0.0% 88 41.9% 1 0.5%

心情理解 記号 147 70.0% 0 0.0% 58 27.6% 5 2.4%

表現理解 記述 113 53.8% 0 0.0% 56 26.7% 41 19.5%

文脈理解 記号 109 51.9% 0 0.0% 96 45.7% 5 2.4%

文脈理解 記号 56 26.7% 0 0.0% 148 70.5% 6 2.9%

語句語法 記述 197 93.8% 0 0.0% 8 3.8% 5 2.4%

語句語法 記号 156 74.3% 0 0.0% 50 23.8% 4 1.9%

表現理解 記述 78 37.1% 0 0.0% 66 31.4% 66 31.4%

表現理解 記述 35 16.7% 0 0.0% 151 71.9% 24 11.4%

内容理解 記述 28 13.3% 10 4.8% 109 51.9% 63 30.0%

文脈理解 記号 71 33.8% 0 0.0% 120 57.1% 19 9.0%

作文 記述 40 19.0% 117 55.7% 36 17.1% 17 8.1%
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問三
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Ａ

B
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①

②

問六

問三

問四
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【社会】（答案数：２１０）

内容 出題形式 正答数 正答率 部分点数 部分点率 誤答数 誤答率 無答数 無答率

経線名称 語句記述 161 76.7% 0 0.0% 46 21.9% 3 1.4%

地図読み取り ア 記号選択 174 82.9% 0 0.0% 36 17.1% 0 0.0%

地図読み取り オ 記号選択 112 53.3% 0 0.0% 97 46.2% 1 0.5%

雨温図 記号選択 112 53.3% 0 0.0% 98 46.7% 0 0.0%

輸入先の国名 番号選択 41 19.5% 0 0.0% 167 79.5% 2 1.0%

会議名称 語句記述 48 22.9% 0 0.0% 122 58.1% 40 19.0%

兵庫県説明 記号選択 130 61.9% 0 0.0% 80 38.1% 0 0.0%

新幹線移動 記号選択 181 86.2% 0 0.0% 28 13.3% 1 0.5%

日本の産業（県） 記号選択 118 56.2% 0 0.0% 90 42.9% 2 1.0%

日本の産業（説明） 記号選択 124 59.0% 0 0.0% 85 40.5% 1 0.5%

水産業 記号選択 150 71.4% 0 0.0% 59 28.1% 1 0.5%

地形図（測定） 数字記述 132 62.9% 0 0.0% 69 32.9% 9 4.3%

地形図読み取り 記号選択 154 73.3% 0 0.0% 55 26.2% 1 0.5%

地形図場所選択 記号選択 160 76.2% 0 0.0% 50 23.8% 0 0.0%

邪馬台国説明 記号選択 167 79.5% 0 0.0% 42 20.0% 1 0.5%

邪馬台国地形図 記号選択 155 73.8% 0 0.0% 54 25.7% 1 0.5%

古墳奈良時代 並べ替え 66 31.4% 0 0.0% 142 67.6% 2 1.0%

執権政治 語句記述 111 52.9% 4 1.9% 75 35.7% 20 9.5%

徳政令 説明 35 16.7% 18 8.6% 97 46.2% 60 28.6%

寛政改革 記号選択 91 43.3% 0 0.0% 119 56.7% 0 0.0%

明治時代 記号選択 85 40.5% 0 0.0% 125 59.5% 0 0.0%

世界への進出 記号選択 75 35.7% 0 0.0% 135 64.3% 0 0.0%

2・26事件 記号選択 120 57.1% 0 0.0% 89 42.4% 1 0.5%

戦後の沖縄 国名記述 186 88.6% 4 1.9% 15 7.1% 5 2.4%

日本国憲法 語句記述 152 72.4% 0 0.0% 55 26.2% 3 1.4%

ワイマール憲法 語句記述 165 78.6% 0 0.0% 39 18.6% 6 2.9%

内閣不信任 語句記述 121 57.6% 0 0.0% 84 40.0% 5 2.4%

内閣不信任 語句記述 162 77.1% 0 0.0% 35 16.7% 13 6.2%

投票率の推移 文章記述 94 44.8% 0 0.0% 94 44.8% 22 10.5%

選挙制度 記号選択 170 81.0% 0 0.0% 39 18.6% 1 0.5%

株主説明 記号選択 138 65.7% 0 0.0% 72 34.3% 0 0.0%

団結権の保護 語句記述 27 12.9% 0 0.0% 159 75.7% 24 11.4%

社会保障制度 記号選択 143 68.1% 0 0.0% 66 31.4% 1 0.5%

日本の財政状況 説明 65 31.0% 57 27.1% 55 26.2% 33 15.7%

リデュース 記号選択 74 35.2% 0 0.0% 136 64.8% 0 0.0%

インターネットトラブル 記号選択 112 53.3% 0 0.0% 98 46.7% 0 0.0%

あいサポート運動 記号選択 187 89.0% 0 0.0% 23 11.0% 0 0.0%

品目別輸出入 記号選択 136 64.8% 0 0.0% 73 34.8% 1 0.5%

労働者 説明 116 55.2% 20 9.5% 48 22.9% 26 12.4%

国際連合 記号選択 164 78.1% 0 0.0% 43 20.5% 3 1.4%

難民問題 国名記述 156 74.3% 0 0.0% 45 21.4% 9 4.3%
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（２）

（３）
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【数学】（答案数：２１０）

内容 出題形式 正答数 正答率 部分点数 部分点率 誤答数 誤答率 無答数 無答率

（１） 正の数・負の数の計算 計算 200 95.2% 0 0.0% 10 4.8% 0 0.0%

（２） 分数の計算・負の数 計算 194 92.4% 0 0.0% 15 7.1% 1 0.5%

（３） 根号を含む式の計算 計算 163 77.6% 0 0.0% 41 19.5% 6 2.9%

（４） 同類項の計算 計算 175 83.3% 0 0.0% 32 15.2% 3 1.4%

等式の変形 計算 156 74.3% 0 0.0% 38 18.1% 16 7.6%

因数分解 計算 163 77.6% 0 0.0% 35 16.7% 12 5.7%

二次方程式の解 計算 134 63.8% 0 0.0% 50 23.8% 26 12.4%

平行線と角 計算 142 67.6% 0 0.0% 51 24.3% 17 8.1%

（１） 二次関数のグラフ 計算 127 60.5% 0 0.0% 59 28.1% 24 11.4%

（２） 二次関数の変域 計算 98 46.7% 0 0.0% 83 39.5% 29 13.8%

① 資料の散らばりと代表値 計算 61 29.0% 0 0.0% 128 61.0% 21 10.0%

② 資料の散らばりと代表値 選択 139 66.2% 0 0.0% 66 31.4% 5 2.4%

平面図形の求積 計算 6 2.9% 0 0.0% 87 41.4% 117 55.7%

（１） 垂線の作図 作図 154 73.3% 13 6.2% 15 7.1% 28 13.3%

（２） 三角形合同条件と証明 証明 14 6.7% 83 39.5% 47 22.4% 66 31.4%

（１） 連立方程式 式 160 76.2% 14 6.7% 21 10.0% 15 7.1%

（２） 連立方程式の計算 計算 147 70.0% 4 1.9% 35 16.7% 24 11.4%

（３） 連立方程式の解 計算 112 53.3% 0 0.0% 75 35.7% 23 11.0%

数え方の工夫 計算 16 7.6% 21 10.0% 98 46.7% 75 35.7%

（１）① 一次関数の式 式 103 49.0% 0 0.0% 63 30.0% 44 21.0%

（１）② 一次関数の式 式 50 23.8% 0 0.0% 106 50.5% 54 25.7%

（２） 一次関数のグラフ グラフ 108 51.4% 1 0.5% 26 12.4% 75 35.7%

一次関数のグラフと式の利用 計算 88 41.9% 0 0.0% 77 36.7% 45 21.4%

（１） 一次関数のグラフと式の利用 計算 70 33.3% 0 0.0% 76 36.2% 64 30.5%

（２） 一次関数のグラフと式の利用 計算 18 8.6% 1 0.5% 95 45.2% 96 45.7%

確率の計算 計算 91 43.3% 2 1.0% 93 44.3% 24 11.4%

確率の計算 計算 69 32.9% 1 0.5% 82 39.0% 58 27.6%

（１） 展開の問題 式 131 62.4% 0 0.0% 53 25.2% 26 12.4%

（２） 同類項の計算 計算 96 45.7% 0 0.0% 81 38.6% 33 15.7%

確率の計算 計算 3 1.4% 0 0.0% 74 35.2% 133 63.3%

三平方の定理 計算 151 71.9% 0 0.0% 34 16.2% 25 11.9%

（１） 相似な図形の辺の長さの比 計算 75 35.7% 0 0.0% 69 32.9% 66 31.4%

（２） 空間図形の体積 計算 44 21.0% 0 0.0% 71 33.8% 95 45.2%

相似な図形の体積比 計算 14 6.7% 0 0.0% 147 70.0% 49 23.3%問３
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【理科】（答案数：２１０）

内容 出題形式 正答数 正答率 部分点数 部分点率 誤答数 誤答率 無答数 無答率

焦点距離 計算 103 49.0% 0 0.0% 102 48.6% 5 2.4%

凸レンズでできる像 記号選択 131 62.4% 0 0.0% 78 37.1% 1 0.5%

凸レンズでできる像 記号選択 66 31.4% 0 0.0% 144 68.6% 0 0.0%

凸レンズでできる像 記号選択 84 40.0% 0 0.0% 125 59.5% 1 0.5%

① 凸レンズでできる像 語句記述 126 60.0% 0 0.0% 81 38.6% 3 1.4%

② 凸レンズでできる像 語句記述 56 26.7% 0 0.0% 151 71.9% 3 1.4%

食物の消化 記号選択 70 33.3% 0 0.0% 140 66.7% 0 0.0%

だ液のはたらき・実験 記号選択 144 68.6% 0 0.0% 66 31.4% 0 0.0%

だ液のはたらき・実験 説明記述 156 74.3% 5 2.4% 38 18.1% 11 5.2%

だ液のはたらき・実験 説明記述 145 69.0% 21 10.0% 35 16.7% 9 4.3%

物質の水への溶け方 語句選択 121 57.6% 0 0.0% 83 39.5% 6 2.9%

気体の集め方 語句記述 190 90.5% 0 0.0% 15 7.1% 5 2.4%

気体の発生方法 記号選択 90 42.9% 0 0.0% 119 56.7% 1 0.5%

① 電離の式 化学式記述 131 62.4% 0 0.0% 56 26.7% 23 11.0%

② 電離の式 イオン式記述 140 66.7% 0 0.0% 48 22.9% 22 10.5%

③ 電離の式 イオン式記述 139 66.2% 0 0.0% 49 23.3% 22 10.5%

試薬 記号選択 172 81.9% 0 0.0% 37 17.6% 1 0.5%

天体の見かけの動き 記号選択 165 78.6% 0 0.0% 45 21.4% 0 0.0%

天体の見かけの動き 記号選択 139 66.2% 0 0.0% 70 33.3% 1 0.5%

天体の見かけの動き 語句選択 64 30.5% 1 0.5% 140 66.7% 5 2.4%

天体の見かけの動き 記号選択 57 27.1% 0 0.0% 152 72.4% 1 0.5%

天体の見かけの動き 説明記述 121 57.6% 0 0.0% 72 34.3% 17 8.1%

ばねにはたらく力 グラフ作成 168 80.0% 0 0.0% 34 16.2% 8 3.8%

ばねにはたらく力 語句記述 121 57.6% 0 0.0% 76 36.2% 13 6.2%

ばねののび グラフ読み取り 116 55.2% 0 0.0% 75 35.7% 19 9.0%

合力 作図 148 70.5% 2 1.0% 49 23.3% 11 5.2%

合力の大きさ 語句記述 37 17.6% 1 0.5% 159 75.7% 13 6.2%

低気圧 記号選択 104 49.5% 0 0.0% 105 50.0% 1 0.5%

低気圧 記号選択 161 76.7% 0 0.0% 48 22.9% 1 0.5%

（１）① 前線の名称と構造 語句記述 133 63.3% 0 0.0% 73 34.8% 4 1.9%

（１）② 前線の名称と構造 語句記述 136 64.8% 0 0.0% 70 33.3% 4 1.9%

（２） 前線の通過時間 語句選択 110 52.4% 0 0.0% 92 43.8% 8 3.8%

（３） 雲のでき方 語句記述 86 41.0% 4 1.9% 102 48.6% 18 8.6%

メダカの体のつくりと特徴 記号選択 151 71.9% 0 0.0% 58 27.6% 1 0.5%

（１） 顕微鏡 記号選択 32 15.2% 0 0.0% 177 84.3% 1 0.5%

（２） 血液の成分とはたらき 記号選択 169 80.5% 0 0.0% 41 19.5% 0 0.0%

遺伝子 記号選択 164 78.1% 0 0.0% 44 21.0% 2 1.0%

自然環境の保全 記号選択 180 85.7% 0 0.0% 29 13.8% 1 0.5%

① 化学変化と熱エネルギー 語句記述 174 82.9% 0 0.0% 24 11.4% 12 5.7%

② 化学変化と熱エネルギー 語句記述 163 77.6% 0 0.0% 30 14.3% 17 8.1%

中和 記号選択 96 45.7% 0 0.0% 108 51.4% 6 2.9%

中和 記号選択 149 71.0% 0 0.0% 57 27.1% 4 1.9%

中和とイオン 計算 64 30.5% 0 0.0% 137 65.2% 9 4.3%
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【英語】（答案数：２１０)

内容 出題形式 正答数 正答率 部分点数 部分点率 誤答数 誤答率 無答数 無答率

No.1 対話文の聞き取り 記号選択 190 90.5% 0.0% 20 9.5% 0.0%

No.2 対話文の聞き取り 記号選択 128 61.0% 0.0% 82 39.0% 0.0%

No.3 対話文の聞き取り 記号選択 118 56.2% 0.0% 92 43.8% 0.0%

No.1 対話文の聞き取り 記号選択 188 89.5% 0.0% 21 10.0% 1 0.5%

No.2 対話文の聞き取り 記号選択 174 82.9% 0.0% 36 17.1% 0.0%

（１） 説明文の聞き取り 語句補充 84 40.0% 0.0% 123 58.6% 3 1.4%

（２） 説明文の聞き取り 語句補充 139 66.2% 0.0% 32 15.2% 39 18.6%

（３） 説明文の聞き取り 語句補充 91 43.3% 0.0% 109 51.9% 10 4.8%

（４） 説明文の聞き取り 語句補充 126 60.0% 0.0% 78 37.1% 6 2.9%

Ques.1 まとまりのある会話文の聞き取り 記号選択 46 21.9% 0.0% 164 78.1% 0.0%

Ques.2 まとまりのある会話文の聞き取り 記号選択 191 91.0% 0.0% 19 9.0% 0.0%

Ques.3 まとまりのある会話文の聞き取り 記号選択 48 22.9% 0.0% 162 77.1% 0.0%

Ques.4 まとまりのある会話文の聞き取り 記号選択 104 49.5% 0.0% 105 50.0% 1 0.5%

①
a picture taken
about fifty years ago 語句整序 117 55.7% 2 1.0% 89 42.4% 2 1.0%

② old 単語挿入 160 76.2% 0.0% 49 23.3% 1 0.5%

③ 例） up 単語挿入 57 27.1% 0.0% 142 67.6% 11 5.2%

④ 例） Why don't you～? 英作文 31 14.8% 31 14.8% 94 44.8% 54 25.7%

最も好きな季節について 自由英作文 33 15.7% 117 55.7% 43 20.5% 17 8.1%

① 内容把握（文脈理解） 英文選択 105 50.0% 0.0% 103 49.0% 2 1.0%

② 内容把握（文脈理解） 英文選択 147 70.0% 0.0% 62 29.5% 1 0.5%

③ 内容把握（文脈理解） 英文選択 96 45.7% 0.0% 111 52.9% 3 1.4%

ア 内容把握（要約） 語句補充 145 69.0% 0.0% 58 27.6% 7 3.3%

イ 内容把握（要約） 語句補充 124 59.0% 0.0% 68 32.4% 18 8.6%

ウ 内容把握（要約） 語句補充 150 71.4% 0.0% 45 21.4% 15 7.1%

（１） 内容把握（英問英答） 語句補充 157 74.8% 0.0% 45 21.4% 8 3.8%

（２） 内容把握（英問英答） 語句補充 84 40.0% 0.0% 98 46.7% 28 13.3%

内容把握（説明） 英文抜出 119 56.7% 8 3.8% 64 30.5% 19 9.0%

内容把握（文脈理解） 和文記述 82 39.0% 52 24.8% 40 19.0% 36 17.1%

内容把握（概要把握） 英文選択 109 51.9% 0.0% 99 47.1% 2 1.0%

内容把握（文脈理解） 英文選択 120 57.1% 0.0% 88 41.9% 2 1.0%

内容把握（文脈理解） 語句補充 54 25.7% 0.0% 130 61.9% 26 12.4%

内容把握（文脈理解） 和文記述 78 37.1% 60 28.6% 39 18.6% 33 15.7%

内容把握（文脈理解） 和文記述 8 3.8% 39 18.6% 90 42.9% 73 34.8%

内容把握（心情表現） 英文補充 15 7.1% 25 11.9% 83 39.5% 87 41.4%

内容把握（要約） 和文選択 109 51.9% 0.0% 95 45.2% 6 2.9%

内容把握（要約） 和文選択 143 68.1% 0.0% 59 28.1% 8 3.8%

内容把握（要約） 英文選択 147 70.0% 0.0% 57 27.1% 6 2.9%
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